
注記事項

運営費交付金から充当されるべき退職給付の見積額は3,516,534,050円です。　

運営費交付金から充当されるべき賞与見積額は338,672,837円です。

２．損益計算書関係

３．キャッシュ・フロー計算書関係

（１）資金期末残高と貸借対照表の現金及び預金残高との関係については次のとおりです。

現金及び預金 695,472,420円

　期末残高 695,472,420円

（２）重要な非資金取引は、以下のとおりです。

４．資産除去債務関係

資産除去債務のうち、当期末において貸借対照表に計上しているものの概要等は、以下のとおりです。

（１）資産除去債務の概要

（２）資産除去債務の金額の算定方法

（３）当期における資産除去債務の総額の増減

①期首残高 271,177,349円

②有形固定資産の取得に伴う増加額 13,593,422円

③時の経過による調整額 3,784,670円

④期末残高 288,555,441円

１．貸借対照表関係

ファイナンス・リース取引が損益に与える影響額は2,292,863円の損失であり、当該影響額を除いた当期総損

失は42,196,341円です。

本部事務室、練習船の桟橋、海技大学校施設用地の無償貸借契約、口之津海上技術学校、波方海上技
術短期大学校施設用地の賃貸借契約及び各学校等における港湾施設等の使用に伴う原状回復義務等であ
ります。

使用見込期間を取得から4年～50年と見積り、割引率は0.00％から2.17％を使用して資産除去債務の
　金額を計算しております。

ファイナンス・リースによる資産の取得 　422,897,607円
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５．金融商品に関する事項

（１）金融商品の状況に関する事項

（２）金融商品の時価等に関する事項

期末日における貸借対照表上計上額、時価及びこれらの差額については、以下のとおりです。

（単位：円）

貸借対照表上計上額
（*1）

時価（*1） 差額（*1）

（1）現金及び預金 695,472,420 695,472,420 －

（2）未収金 327,788,797 327,788,797 －

（3）未払金 (671,929,514) (671,929,514) －

（4）預り金 (298,956,198) (298,956,198) －

（5）リース債務（*2） (2,240,007,984) (2,204,875,127) （△35,132,857)

（*1）負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

（*2）リース債務については、１年内支払予定額を含んでおります。

（注）金融商品の時価の算定方法

（1）現金及び預金

（2）未収金

（3）未払金

（4）預り金

（5）リース債務

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

時価については、新規にリース取引を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法により
　算定しております。

当法人は、資金運用は想定しておらず、定期預金及び有価証券等は保有しておりません。

預り金には、学生・生徒が学校で生活するために必要な経費を、学校預り金として計上しております。

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
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